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﹇
資
料
紹
介
﹈
奈
良
の
戦
後
雑
誌
（
２
）

　
『
玄
想 PEN

SÉE

』
の
目
次
と
主
要
記
事
解
説
（
そ
の
１
）

中
　
嶋
　
優
　
隆 

・ 

光
　
石
　
亜
由
美

　
　
　
【
資
料
紹
介
】
奈
良
の
戦
後
雑
誌
に
つ
い
て

　

メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
蔵
の
プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
に
よ
れ
ば
、
戦
後
、
奈
良
県
で
発
行

さ
れ
た
雑
誌
は
八
四
誌
に
の
ぼ
る
。
文
芸
雑
誌
、
教
育
雑
誌
、
同
人
誌
な
ど
そ
の

内
容
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
戦
後
の
奈
良
の
文
化
的
、
文
学
的
土
壌
の
豊
か
さ

を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
二
〇
二
二
年
三
月
の
『
奈
良
大
学
大
学
院
研
究
年
報
』

（
第
27
号
）
に
掲
載
し
た
「
奈
良
の
戦
後
雑
誌
（
１
）『
大
和
文
学
』
の
目
次
と
主

要
記
事
解
説
」
に
引
き
続
き
、
こ
の
資
料
紹
介
で
は
、『
大
和
文
学
』
と
同
じ
養

徳
社
か
ら
発
行
さ
れ
た
『
玄
想
』
の
前
半
・
第
１
巻
第
１
号
（
通
巻
１
号
）
か
ら

第
２
巻
第
３
号
（
通
11
号
）
ま
で
を
紹
介
す
る
。
後
半
の
第
２
巻
第
４
号
（
通
巻

12
号
）
か
ら
第
３
巻
第
３
号
（
通
巻
22
号
）
は
来
年
度
、
紹
介
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
一
で
は
雑
誌
の
概
要
説
明
、
二
で
は
編
集
者
、
発
行
所
な
ど
雑
誌
の
基

本
的
な
情
報
、
目
次
の
細
目
、
三
で
は
特
集
記
事
の
解
説
を
行
っ
た
。
な
お
、
特

集
は
毎
号
企
画
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
今
回
は
特
集
が
企
画
さ
れ
て
い
る

　
　
　

要　
　

旨

　

雑
誌
『
玄
想  PEN

SÉE

』
は
、
一
九
四
七
〔
昭
和
22
〕
年
三
月
か
ら
一
九
四
九
〔
昭

和
24
〕
年
四
月
に
か
け
て
発
刊
さ
れ
た
文
芸
雑
誌
で
あ
る
。
出
版
社
は
、
奈
良
・
丹
波

市
町
（
現
天
理
市
）
に
所
在
す
る
養
徳
社
で
あ
る
。
今
回
は
、『
玄
想
』
第
１
巻
第
１

号
（
一
九
四
七
〔
昭
和
22
〕
年
三
月
）
か
ら
、
第
２
巻
第
３
号
（
一
九
四
八
〔
昭
和

23
〕
年
三
月
）
に
つ
い
て
の
、
雑
誌
の
概
要
、
目
次
の
細
目
、
特
集
記
事
の
解
説
を
行
っ

た
。

キ
ー
ワ
ー
ド　

①
『
玄
想
』、
②
奈
良
、
③
戦
後
雑
誌
、
④
養
徳
社
、
⑤
プ
ラ
ン
ゲ
文

庫

＊

＊
＊
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第
１
巻
第
１
号
か
ら
第
１
巻
第
５
号
の
特
集
記
事
の
み
の
解
説
を
行
っ
た
。

　

目
次
の
入
力
・
作
成
、
雑
誌
の
概
要
説
明
は
、
中
嶋
が
行
い
、
特
集
記
事
の
解

説
は
中
嶋
と
光
石
が
分
担
し
て
行
っ
た
。
解
説
の
最
後
に
担
当
者
を
明
記
し
て
い

る
。

一　
『
玄
想 P

E
N
S
É
E

』
に
つ
い
て

　
『
玄
想 PEN

SÉE

』（
以
下
、『
玄
想
』）
は
一
九
四
七
〔
昭
和
22
〕
年
三
月
か

ら
一
九
四
九
〔
昭
和
24
〕
年
四
月
に
か
け
て
養
徳
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
総
合
文
芸

雑
誌
で
あ
る
。
創
刊
号
か
ら
二
二
号
ま
で
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　

養
徳
社
は
、
一
九
四
四
〔
昭
和
19
〕
年
に
、
出
版
社
の
統
合
整
理
の
波
を
う

け
て
、
天
理
時
報
社
出
版
部
、
甲
鳥
書
林
、
六
甲
書
房
、
朱
雀
書
林
、
古
書
通

信
社
が
合
併
し
て
設
立
さ
れ
た
人
文
科
学
系
の
出
版
社
で
あ
る
。
戦
後
、
東
京
復

興
の
見
通
し
が
立
た
な
い
な
か
、
多
く
の
学
者
や
作
家
が
養
徳
社
を
訪
れ
た
よ
う

で
、
一
九
四
五
年
か
ら
の
二
年
間
で
七
十
点
以
上
を
刊
行
し
た
。
創
設
の
経
緯
に

つ
い
て
は
『
創
設
の
こ
ろ 

養
徳
社
創
立
六
十
年
』（
図
書
出
版
・
養
徳
社
発
行
、

二
〇
〇
六
〔
平
成
18
〕、
非
売
品
。
な
お
、
同
冊
子
は
養
徳
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

閲
覧
可
能
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
『
玄
想
』
の
編
集
委
員
を
務
め
た
の
は
、
安
藤
直
正
、
藤
田
秀
彌
、
三
村
啓
吉
、

吉
岡
武
雄
、
庄
野
誠
一
、
生
駒
藤
雄
、
鈴
木
治
で
あ
る
。
ま
た
、
中
山
正
善
（
天

理
教
真
柱
）
が
参
加
す
る
こ
と
も
多
か
っ
た
よ
う
で
、『
玄
想
』
刊
行
以
後
、
編

集
会
議
は
特
に
頻
繁
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
創
刊
号
の
編
集
後
記

に
は
、「
思
想
こ
そ
人
間
の
偉
大
を
形
成
す
る
」
と
い
う
パ
ス
カ
ル
の
言
葉
が
引

用
さ
れ
、「
文
化
国
家
と
し
て
の
出
発
を
す
る
」
に
際
し
て
「
ほ
ん
の
卑
近
な
こ

と
か
ら
で
も
よ
い
、
紛
れ
も
な
い
此
の
自
分
の
眼
で
見
、
自
分
の
耳
で
聞
き
、
さ

う
し
て
自
分
の
頭
で
考
へ
た
り
判
断
し
た
り
反
省
し
た
り
す
る
習
慣
こ
そ
、
此
の

日
本
を
救
ふ
も
の
と
言
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
」
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
日
本
再
建
の

た
め
に
各
人
が
先
哲
を
知
り
、
自
ら
の
思
想
を
築
く
べ
き
だ
と
い
う
の
が
『
玄
想
』

の
基
本
理
念
で
あ
っ
た
。
掲
載
記
事
も
こ
の
思
想
と
共
鳴
す
る
も
の
が
多
い
。

　

表
紙
は
毎
号
変
わ
り
、
創
刊
号
は
グ
レ
コ
、
第
１
巻
第
２
号
（
通
巻
２
号
）
は

ゴ
ッ
ホ
、
第
１
巻
第
３
号
（
通
巻
３
号
）
は
マ
チ
ス
と
続
く
。
通
巻
３
号
ま
で
は

各
画
家
の
作
品
複
製
を
表
紙
に
糊
付
け
し
て
い
る
。
通
巻
４
号
〜
５
号
（
５
号
は

入
江
泰
吉
撮
影
）、
通
巻
15
号
〜
22
号
（
土
門
拳
撮
影
）
は
モ
ノ
ク
ロ
写
真
、
そ

れ
以
外
の
号
は
無
地
カ
ラ
ー
刷
り
で
表
紙
に
目
次
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
。

　

誌
面
構
成
は
、
創
刊
号
か
ら
第
２
巻
第
６
号
（
通
巻
14
号
）
ま
で
が
巻
頭
に
コ

ロ
タ
イ
プ
を
掲
載
し
、
そ
の
後
に
文
章
を
掲
載
し
て
い
る
。
コ
ロ
タ
イ
プ
に
は
西

洋
絵
画
や
山
水
画
、
彫
刻
、
能
面
な
ど
が
短
い
解
説
と
と
も
に
掲
載
さ
れ
、
文
化

的
な
色
彩
が
豊
か
で
あ
る
。
ま
た
、
文
章
記
事
の
寄
稿
者
は
学
者
や
作
家
な
ど
多

様
で
あ
る
。
戦
後
の
養
徳
社
に
は
学
者
や
作
家
が
多
く
訪
れ
た
こ
と
を
先
に
述
べ

た
が
、
そ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
生
ま
れ
た
誌
面
構
成
だ
と
推
察
さ
れ
る
。

　

な
お
、『
玄
想
』
に
つ
い
て
の
詳
細
な
解
説
に
つ
い
て
は
、『
占
領
期
の
地
方
総

合
文
芸
雑
誌
事
典
』（
金
沢
文
圃
閣
、
二
〇
二
二
年
六
月
）
の
『
玄
想
』
の
項
目

を
参
照
さ
れ
た
い
。 

﹇
中
嶋
優
隆
﹈
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〈
凡
例
〉

　

・
引
用
に
際
し
て
漢
字
は
新
字
体
に
改
め
た
。

　

・  
目
次
は
雑
誌
の
目
次
頁
を
採
録
し
た
。
本
文
と
相
違
が
あ
る
場
合
は
注
記
し

た
。

　

・  

目
次
の 
↓
〈
〇
〉
の
番
号
は
、「
三　

主
要
特
集
の
解
説
」
の
番
号
に
対
応

し
て
い
る
。

二　

目
次　

第
１
巻
第
１
号
（
通
巻
１
号
）
一
九
四
七
〔
昭
和
22
〕
年
三
月
一
日
発
行

　
　

編
集
者　

安
藤
直
正

　
　

発
行
者　

岡
島
善
次

　
　

発
行
所　

養
徳
社　

奈
良
県
丹
波
市
町
川
原
城　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

支
社　

京
都
中
京
区
蛸
薬
師
室
町
西
入

　
　

印
刷
者　

岡
島
善
次　

奈
良
県
丹
波
市
町
川
原
城　

天
理
時
報
社

　
　

図
版
印
刷
社　

天
理
真
美
館　

奈
良
県
丹
波
市
町
三
島

　
　
　
　

頁
数　

64
頁

　
　
　
　

定
価　

25
円

　
　
　
　

表
紙　

グ
レ
コ
（
複
製
）

目
次

 

特
集
・
美
に
つ
い
て
↓
〈
１
〉　

植
田
寿
蔵
「
日
常
生
活
に
於
け
る
美
」（
２
）・

井
島
勉
「
美
に
つ
い
て
」（
７
）・「
手
の
言
葉
（
口
絵
）
…
コ
ロ
タ
イ
プ
八
面
」・

金
剛
巖
「
能
の
美
」（
14
）・
岸
田
日
出
刀
「
建
築
美
」（
17
）

「
再
生
」
問
答　

反
射
能　

八
木
秀
次
・
志
賀
直
哉
・
坂
西
志
保
・
辰
野
隆
・
安

岡
正
篤
・
川
端
龍
子
・
桑
木
巖
翼
・
下
村
海
南
・
湯
川
秀
樹
（
45
）
／
鈴
木
大
拙

「
人
間
の
智
慧
」（
36
）
／
貝
塚
茂
樹
「
漢
の
高
祖
」（
30
）
／
市
原
豊
太
「
年
齢
」

（
40
）
／
詩　

田
中
克
己
「
夜
半
の
寝
覚
」（
39
）
／
句　

高
野
素
十
「
雉
子
笛
」

（
35
）
／
長
谷
部
言
人
「
人
類
学
以
前
」（
46
）
／
颯
田
琴
次
「
発
音
ど
ほ
り
の
仮

名
づ
か
ひ
」（
48
）
／
野
間
淸
六
「
趣
味
と
生
活
」（
50
）
／
姉
崎
正
治
「
雲
の
う

る
は
し
さ
」（
54
）
／
大
澤
章
「
ウ
ム
ブ
リ
ア
の
追
憶
」（
57
）
／
岸
田
国
士
「
宛

名
の
な
い
手
紙
」（
22
）
／
執
筆
者
紹
介
（
45
）
／
編
集
後
記
（
63
）

注
記　

＊
井
島
勉
「
美
に
つ
い
て
」
は
、
掲
載
ペ
ー
ジ
で
は
「
美
に
つ
い
て
―
図
版
に
関
連

し
て
―
」
の
副
題
あ
り
。
＊
「
手
の
言
葉
（
口
絵
）」
は
、
文
章
記
事
で
は
な
い
。
＊
市
原

豊
太
「
年
齢
」
は
、
掲
載
ペ
ー
ジ
で
は
「
年
齢
―
或
る
若
い
友
に
―
」
の
副
題
あ
り
。
＊

大
澤
章
「
ウ
ム
ブ
リ
ア
の
追
憶
」
は
雑
誌
箇
所
の
57
〜
62
ペ
ー
ジ
が
欠
。
目
次
の
み
記
載
。

【写真①】
『玄想』第１巻第１号表紙
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第
１
巻
第
２
号
（
通
巻
２
号
）
一
九
四
七
〔
昭
和
22
〕
年
五
月
一
日
発
行

　
　

編
集
者　

安
藤
直
正

　
　

発
行
者　

岡
島
善
次

　
　

発
行
所　

養
徳
社　

奈
良
県
丹
波
市
町
川
原
城　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

支
社　

京
都
中
京
区
蛸
薬
師
室
町
西
入

　
　

印
刷
者　

岡
島
善
次　

奈
良
県
丹
波
市
町
川
原
城　

天
理
時
報
社

　
　

図
版
印
刷
社　

天
理
真
美
館　

奈
良
県
丹
波
市
町
三
島

　
　
　
　

頁
数　

74
頁

　
　
　
　

定
価　

25
円　

　
　
　
　

表
紙　

ゴ
ッ
ホ
（
複
製
）

目
次

口
絵
・
特
集
・
道
…
コ
ロ
タ
イ
プ
八
面
…
…
編
集
解
説　

井
島
勉
（
３
）
／
岸
田

国
士
「
日
本
人
畸
形
説
」（
11
）
／
西
谷
啓
治
「
柳
の
し
な
へ
」（
32
）
／
湯
川

秀
樹
「
知
識
と
智
慧
と
に
つ
い
て
」（
36
）
／ 

特
集　

嘘
に
つ
い
て
↓
〈
２
〉　

辰
野
隆
「
嘘
に
つ
い
て
」（
39
）・
亀
井
勝
一
郎
「
嘘
発
見
機
」（
40
）・
渡
辺
一
夫

「
嘘
に
つ
い
て
」（
42
）・
新
村
出
「
虚
実
漫
筆
」（
46
）・
深
瀬
基
寛
「
嘘
の
考
察
」

（
49
）
／U

・S

・O

通
信
（
53
）
／
歌　

結
城
哀
草
果
「
泉
」（
70
）
／
句　

山

口
誓
子
「
春
」（
51
）
／
宮
良
当
壮
「
石
の
屋
根
の
人
々
」（
54
）
／
野
上
素
一

「
ペ
ト
ラ
ル
カ
の
住
ん
だ
世
界
」（
56
）
／
和
辻
春
樹
「
理
知
性
の
貧
困
」（
60
）

／
最
近
の
読
書
【
書
刀
】　

諸
家
（
73
）
／
一
番
大
事
な
も
の
【
反
射
能
】　

諸
家

（
62
）
／
ラ
ブ
リ
ュ
イ
エ
ー
ル　

生
島
遼
一
「
人
間
に
つ
い
て
」（
64
）
／
寄
稿
家

紹
介
（
61
）
／
編
集
後
記
（
74
）

注
記　

＊
岸
田
国
士
「
日
本
人
畸
形
説
」
は
、
掲
載
箇
所
で
は
「
日
本
人
畸
形
説　

宛
名

の
な
い
手
紙 

二
」
の
副
題
あ
り
。

第
１
巻
第
３
号
（
通
巻
３
号
）
一
九
四
七
〔
昭
和
22
〕
年
六
月
一
日
発
行

　
　

編
集
者　

安
藤
直
正　

　
　

発
行
者　

岡
島
善
次

　
　

発
行
所　

養
徳
社　

奈
良
県
丹
波
市
町
川
原
城　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

支
社　

京
都
中
京
区
蛸
薬
師
室
町
西
入

【写真②】
『玄想』第１巻第２号表紙

【写真③】
『玄想』第１巻第３号表紙
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印
刷
者　

岡
島
善
次　

奈
良
県
丹
波
市
町
川
原
城　

天
理
時
報
社

　
　

図
版
印
刷
社　

天
理
真
美
館　

奈
良
県
丹
波
市
町
三
島

　
　
　
　

頁
数　

64
頁

　
　
　
　

定
価　

30
円　

　
　
　
　

表
紙　

マ
チ
ス
（
複
製
）

　
　
　
　

カ
ッ
ト　

デ
ュ
フ
イ
（
複
製
）

目
次

口
絵　

特
集　

民
家
…
コ
ロ
タ
イ
プ
…
編
集
解
説　

藤
島
亥
治
郎
／
西
田
直
二
郎

「
歴
史
の
ゆ
く
え
」（
１
）
／
伊
吹
武
彦
「
観
念
分
解
と
い
ふ
こ
と
」（
24
）
／
岸

田
国
士
「
平
衡
感
覚
に
つ
い
て
」（
16
）
／
西
洋
文
化
と
私
の
歩
ん
だ
道　

鈴
木

大
拙
「
明
治
の
精
神
と
自
由
」（
６
）・
八
木
秀
次
「
西
洋
理
学
と
の
応
接
」（
12
）

／
詩　

伊
東
静
雄
「
風
が
目
覚
め
て
動
い
て
ゐ
る
野
を
」（
23
）
／
句　

水
内
鬼

灯
「
草
廬
雑
唱
」（
27
）
／ 

特
集　

躾
に
つ
い
て
↓
〈
３
〉　

大
槻
正
男
・
島
芳

夫
・
和
辻
春
樹
・
呉
茂
一
・
石
田
ア
ヤ
・
宮
城
音
五
郎
（
28
）
／
ラ
・
ブ
リ
ユマ
マ

イ
エ
ー
ル　

生
島
遼
一
「
人
間
に
つ
い
て
」（
58
）
／
舶
来
待
望
【
反
射
能
】　

諸
家
（
52
）
／
潁
原
退
蔵
「
表
現
の
二
重
性
」（
44
）
／
安
騎
東
野
「
毛
用
獣
」

（
47
）
／
入
矢
義
高
「
鬼
神
」（
50
）
／
豊
竹
古
靭
太
夫
「
路
太
夫
さ
ん
の
こ
と
」

（
39
）
／
菊
地
一
雄
「
巴
里
素
描　

絵
と
文
」（
42
）
／
藤
島
亥
治
郎
「
民
家
雑
草
」

（
54
）
／
寄
稿
家
紹
介
（
41
）
／
編
集
後
記
（
64
）

注
記　

＊
鈴
木
大
拙
「
明
治
の
精
神
と
自
由
」
は
、
掲
載
箇
所
で
は
「
明
治
の
精
神
と
自

由
―
西
洋
文
化
と
私
の
歩
ん
だ
道
―
」
の
副
題
あ
り
。
＊
八
木
秀
次
「
西
洋
理
学
と
の
応
接
」

の
掲
載
箇
所
に
は
「
西
洋
文
化
と
私
の
歩
ん
だ
道
」
の
記
載
あ
り
。
＊
岸
田
国
士
「
平
衡

感
覚
に
つ
い
て
」
は
、
掲
載
箇
所
で
は
「
宛
名
の
な
い
手
紙
」
と
の
併
記
あ
り
。
＊
菊
地
一

雄
「
巴
里
素
描　

絵
と
文
」
は
、
掲
載
箇
所
で
は
「
巴
里
の
素
描
―
画
と
文
と
―
」
の
異

動
あ
り
。
＊
ラ
・
ブ
リ
ュ
イ
エ
ー
ル　

生
島
遼
一
「
人
間
に
つ
い
て
」
は
、
掲
載
箇
所
で
は
、

「
人
間
に
つ
い
て 

2
」
と
記
載
あ
り
。

第
１
巻
第
４
号
（
通
巻
４
号
）
一
九
四
七
〔
昭
和
22
〕
年
七
月
一
日
発
行

　
　

編
集
者　

安
藤
直
正　

　
　

発
行
者　

岡
島
善
次

　
　

発
行
所　

養
徳
社　

奈
良
県
丹
波
市
町
川
原
城　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

支
社　

京
都
中
京
区
蛸
薬
師
室
町
西
入

　
　

印
刷
者　

岡
島
善
次　

奈
良
県
丹
波
市
町
川
原
城　

天
理
時
報
社

　
　

図
版
印
刷
社　

天
理
真
美
館　

奈
良
県
丹
波
市
町
三
島

　
　
　
　

頁
数　

32
頁

　
　
　
　

定
価　

25
円　
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表
紙　
（
記
載
な
し
）

　
　
　
　

カ
ッ
ト　

マ
チ
ス
（
複
製
）
他

目
次

 

戦
後
の
精
神
風
俗
と
デ
カ
ダ
ン
ス
↓
〈
４
〉　

岸
田
国
士
「
精
神
の
健
康
不
健
康
」

（
５
）・
深
瀬
基
寛
「
デ
カ
ダ
ン
・
転
落
・
悲
劇
」（
12
）・
木
村
太
郎
「
デ
カ
ダ
ン

ス
の
テ
オ
ロ
ジ
イ
」（
15
）
／
ラ
・
ブ
リ
ュ
イ
エ
ー
ル　

生
島
遼
一
訳
「
人
間
に

つ
い
て
」（
22
）
／
武
者
小
路
実
篤
「
生
命
を
鳴
り
響
か
す
も
の
」（
19
）
／
浦
松

佐
美
太
郎
「
山
へ
の
情
熱
」（
30
）
／
我
が
親
友
〔
反
射
能
〕　

諸
家
（
26
）
／
浅

野
清
「
金
堂
の
龍
」（
26
）
／
宮
良
当
壮
「
碇
ヶ
関
の
燕
」（
28
）
／
寄
稿
家
紹
介

／
編
集
後
記

注
記　

＊
岸
田
国
士
「
精
神
の
健
康
不
健
康
」
は
、
掲
載
箇
所
で
は
「
宛
名
の
な
い
手
紙

　

四　

精
神
の
健
康
不
健
康
」
の
記
載
あ
り
。
＊
武
者
小
路
実
篤
「
生
命
を
鳴
り
響
か
す

も
の
」
は
、
掲
載
箇
所
で
は
「
西
洋
文
化
と
私
の
歩
ん
だ
道
」
の
記
載
あ
り
。
＊
ラ
・
ブ
リ
ュ

イ
エ
ー
ル
生
島
遼
一
訳
「
人
間
に
つ
い
て
」
は
、
掲
載
箇
所
で
は
「
人
間
に
つ
い
て 
3
」

の
記
載
あ
り
。

第
１
巻
第
５
号
（
通
巻
５
号
）
一
九
四
七
〔
昭
和
22
〕
年
八
月
一
日
発
行

　
　

編
集
者　

安
藤
直
正　

　
　

発
行
者　

岡
島
善
次

　
　

発
行
所　

養
徳
社　

奈
良
県
丹
波
市
町
川
原
城　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

支
社　

京
都
中
京
区
蛸
薬
師
室
町
西
入

　
　

印
刷
者　

岡
島
善
次　

奈
良
県
丹
波
市
町
川
原
城　

天
理
時
報
社

　
　

図
版
印
刷
社　

天
理
真
美
館　

奈
良
県
丹
波
市
町
三
島

　
　
　
　

頁
数　

32
頁

　
　
　
　

定
価　

25
円　
　

　
　
　
　

表
紙　
（
写
真
）
入
江
泰
吉

　
　
　
　

カ
ッ
ト　
（
記
載
な
し
）

目
次

小
泉
信
三
「
実
学
の
精
神
」（
12
）／
岸
田
国
士
「
恐
怖
な
き
生
活
に
つ
い
て
」（
５
）

／
ラ
・
ブ
リ
ュ
イ
エ
ー
ル　

生
島
遼
一
訳
「
人
間
に
つ
い
て
」（
18
）
／
寿
岳
文
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書
「
こ
れ
か
ら
の
日
本
語
」（
28
）
／
チ
ヤ
ー
ル
ズ
・
ラ
ム　

村
上
至
孝
訳
「「
植

生
の
宿
も
わ
が
宿
」
な
り
や
」（
30
）
／
久
保
守
「
断
想　

模
倣
と
い
ふ
こ
と
（
並

に
絵
）」（
表
紙
の
３
）
／
廃
め
た
い
も
の　

残
し
た
い
も
の
【
反
射
能
】（
22
）

／
わ
が
愛
読
せ
し
文
芸
【
書
刀
】（
27
）
／ 

特
集　

父
と
子
の
相
似
に
つ
い
て
↓

〈
５
〉　

内
田
巖
・
水
野
亮
・
嘉
治
隆
一
・
藤
岡
由
夫
・
芹
沢
光
治
良
・
吉
植
庄
亮
・

芳
賀
檀
・
井
伏
鱒
二
・
大
口
理
夫
・
飯
田
蛇
笏
・
長
與
善
郎
・
関
根
秀
雄

注
記　

＊
岸
田
国
士
「
恐
怖
な
き
生
活
に
つ
い
て
」
は
、
掲
載
箇
所
で
は
「「
恐
怖
な
き
生

活
」
に
つ
い
て
―
宛
名
の
な
い
手
紙　

五
―
」
に
変
更
、
併
記
あ
り
。
＊
小
林
信
三
「
実

学
の
精
神
」
は
掲
載
箇
所
で
「
西
洋
文
化
と
私
の
歩
ん
だ
道
」
の
記
載
あ
り
。
＊
ラ
・
ブ

リ
ュ
イ
エ
ー
ル
生
島
遼
一
訳
「
人
間
に
つ
い
て
」
は
、
掲
載
ペ
ー
ジ
で
「
人
間
に
つ
い
て 

４
」

の
記
載
あ
り
。
＊
久
保
守
「
断
想　

模
倣
と
い
ふ
こ
と
（
並
に
絵
）」
は
、
掲
載
箇
所
で
は
「
断

想
―
模
倣
に
つ
い
て
―　
（
絵
も
）」
に
変
更
。

第
１
巻
第
６
号
（
通
巻
６
号
）
一
九
四
七
〔
昭
和
22
〕
年
九
月
一
日
発
行

　
　

編
集
者　

安
藤
直
正　

　
　

発
行
者　

岡
島
善
次

　
　

発
行
所　

養
徳
社　

奈
良
県
丹
波
市
町
川
原
城　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

支
社　

京
都
中
京
区
蛸
薬
師
室
町
西
入

　
　

印
刷
者　

岡
島
善
次　

奈
良
県
丹
波
市
町
川
原
城　

天
理
時
報
社

　
　
　
　

頁
数　

48
頁

　
　
　
　

定
価　

25
円　

　
　
　
　

表
紙　
（
記
載
な
し
）

　
　
　
　

カ
ッ
ト　

ロ
ダ
ン
（
複
製
）

目
次

長
谷
川
如
是
閑
「
世
界
の
歴
史
と
自
分
の
歴
史
」（
６
）
／
高
山
岩
男
「
無
題
録
」

（
32
）
／
岸
田
国
士
「
悲
し
き
習
性
に
つ
い
て
」（
18
）
／
福
田
恆
存
「
理
想
人
間

像
」（
13
）
／
市
原
豊
太
「
ユ
ト
ー
ピ
ア
に
つ
い
て
」（
24
）
／
ラ
・
ブ
リ
ユマ
マ

イ
エ
ー

ル　

生
島
遼
一
訳
「
人
間
に
つ
い
て
」（
44
）
／
若
い
日
の
夢
の
行
方
【
反
射
能
】

　

諸
家
（
48
）
／
植
田
寿
蔵
「
巴
里
の
日
本
人
」（
38
）
／
神
西
清
「
植
物
的
あ

ま
り
に
植
物
的
」（
40
）
／
井
島
勉
「
永
遠
の
女
性
（
口
絵
コ
ロ
タ
イ
プ
）」

注
記　

＊
本
号
よ
り
、
目
次
も
表
紙
に
印
刷
。
た
だ
し
、
本
号
は
目
次
の
ペ
ー
ジ
も
あ
り
。

右
の
目
次
内
容
は
そ
こ
に
依
る
。
＊
長
谷
川
如
是
閑
「
世
界
の
歴
史
と
自
分
の
歴
史
」
は
、

掲
載
箇
所
で
は
「
西
洋
文
化
と
私
の
歩
ん
だ
道
」
と
記
載
あ
り
。
＊
岸
田
国
士
「
悲
し
き

習
性
に
つ
い
て
」
は
、
掲
載
箇
所
で
は
「
悲
し
き
習
性
に
つ
い
て
―
宛
名
の
な
い
手
紙
6
―
」

の
副
題
あ
り
。
＊
市
原
豊
太
「
ユ
ト
ー
ピ
ア
に
つ
い
て
」
は
、
掲
載
箇
所
で
は
「
ユ
ト
ー
ピ

【写真⑥】
『玄想』第１巻第６号表紙

85 中嶋・光石：奈良の戦後雑誌（２）『玄想 PENSÉE』の目次と主要記事解説（その１）

－128－



ア
―
渡
辺
一
夫
氏
に
」
に
変
更
。
＊
植
田
寿
蔵
「
巴
里
の
日
本
人
」
は
、
掲
載
箇
所
で
は

タ
イ
ト
ル
脇
に
小
さ
く
「
ひ
と
り
の
在
外
者
が
、
妻
に
あ
て
た
手
紙
、
二
十
年
も
昔
の
パ
リ

だ
よ
り
な
ど
、
面
白
い
か
ど
う
か
」
と
い
う
記
述
あ
り
。
＊
表
紙
目
次
お
よ
び
誌
面
に
は
「
若

い
日
の
夢
の
行
方
〔
反
射
能
〕  

諸
家
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
執
筆
者
は
、
宮
本
百
合
子
、

新
村
出
、
中
川
一
政
、
落
合
太
郎
、
湯
浅
八
郎
、
片
山
敏
彦
、
石
黒
敬
七
、
須
田
国
太
郎
、

久
保
田
万
太
郎
、
吉
川
幸
次
郎
、
森
於
菟
、
久
保
田
空
穂
、
徳
川
夢
声
、
颯
田
琴
次
、
鳥

養
利
三
郎
、
石
井
柏
亭
、
藤
澤
桓
夫
、
石
田
一
松
、
米
川
正
夫
。

第
１
巻
第
７
号
（
通
巻
７
号
）
一
九
四
七
〔
昭
和
22
〕
年
一
〇
月
一
日
発
行

　
　

編
集
者　

安
藤
直
正

　
　

発
行
者　

岡
島
善
次

　
　

発
行
所　

養
徳
社　

奈
良
県
丹
波
市
町
川
原
城　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

支
社　

京
都
中
京
区
蛸
薬
師
室
町
西
入

　
　

印
刷
者　

岡
島
善
次　

奈
良
県
丹
波
市
町
川
原
城　

天
理
時
報
社

　
　
　
　

頁
数　

48
頁

　
　
　
　

定
価　

25
円　

　
　
　
　

表
紙
・
カ
ッ
ト　
（
記
載
な
し
）

目
次

西
谷
啓
治
「
道
と
し
て
の
文
化
」（
５
）
／
前
田
多
門
「
文
化
の
批
判
と
摂
取
」

（
13
）
／
長
谷
川
如
是
閑
「
世
界
の
歴
史
と
自
分
の
歴
史
」（
18
）
／
岸
田
国
士
「
人

間
ら
し
さ
と
い
ふ
こ
と
」（
44
）
／
ラ
・
ロ
シ
ユ
フ
コ
オ　

進
藤
誠
一
訳
「
社
交

に
つ
い
て　

其
他
」（
24
）
／
関
根
秀
雄
「「
我
れ
何
を
か
知
る
」」（
30
）
／
浦
松

佐
美
太
郎
「
信
念
の
行
方
」（
35
）
／
小
林
無
二
雄
「
き
た
な
き
も
の
」（
38
）
／

ハ
イ
ネ　

大
山
定
一
訳
「
運
命
の
イ
ロ
ニ
イ
」（
40
）
／
上
野
照
夫
「
自
然
の
再

構
成
〔
コ
ロ
タ
イ
プ
口
絵
〕」

注
記　

＊
本
号
（
第
１
巻
第
７
号
）
よ
り
、
目
次
は
表
紙
の
み
に
印
刷
。
＊
前
田
多
門
「
文

化
の
批
判
と
摂
取
」
は
、
掲
載
箇
所
で
は
「
西
洋
文
化
と
私
の
歩
ん
だ
道
」
の
記
載
あ
り
。

＊
長
谷
川
如
是
閑
「
世
界
の
歴
史
と
自
分
の
歴
史
」
は
、
掲
載
箇
所
で
は
「
世
界
の
歴
史

と
自
分
の
歴
史
（
承
前
）
―
思
想
言
論
機
関
の
近
代
的
改
革
―
」
と
追
記
、
変
更
あ
り
。

＊
ラ
・
ロ
シ
ユ
フ
コ
オ
進
藤
誠
一
訳
「
社
交
に
つ
い
て　

其
他
」
は
、
掲
載
箇
所
で
は
「
省

察
録
よ
り
（
1
）」
の
記
載
あ
り
。
＊
ハ
イ
ネ　

大
山
定
一
訳
「
運
命
の
イ
ロ
ニ
イ
」
は
、

掲
載
ペ
ー
ジ
で
は
「
―
独
訳
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
の
序
（
１
）
―
」
と
副
題
あ
り
。
＊
岸
田

国
士
「
人
間
ら
し
さ
と
い
ふ
こ
と
」
は
、
掲
載
箇
所
で
は
「「
人
間
ら
し
さ
」
と
い
ふ
こ
と

　

宛
名
の
な
い
手
紙
（
7
）」
と
変
更
、
記
載
あ
り
。
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第
１
巻
第
８
号
（
通
巻
８
号
）
一
九
四
七
〔
昭
和
22
〕
年
一
二
月
一
日
発
行

　
　

編
集
者　

安
藤
直
正

　
　

発
行
者　

岡
島
善
次

　
　

発
行
所　

養
徳
社　

奈
良
県
丹
波
市
町
川
原
城　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

支
社　

京
都
中
京
区
蛸
薬
師
室
町
西
入

　
　

印
刷
者　

岡
島
善
次　

奈
良
県
丹
波
市
町
川
原
城　

天
理
時
報
社

　
　
　
　

頁
数　

48
頁

　
　
　
　

定
価　

25
円　

　
　
　
　

表
紙
・
カ
ッ
ト　
（
記
載
な
し
）

目
次

吉
川
幸
次
郎
「
森
と
海
」（
５
）
／
坂
田
徳
男
「
セ
ン
ス
に
つ
い
て
」（
10
）
／
武

者
小
路
実
篤
「
人
間
の
国
」（
16
）
／
岸
田
国
士
「
い
は
ゆ
る
教
育
に
つ
い
て
」

（
44
）
／
ラ
・
ロ
シ
ユ
フ
コ
オ　

進
藤
誠
一
訳
「
嘘
に
つ
い
て
」（
39
）
／
大
沢
章

「
山
峡
の
道
」（
24
）／
永
野
爲
武
「
正
確
と
い
ふ
こ
と
」（
30
）／
富
成
喜
馬
平
「「
メ

ラ
ン
コ
リ
ア
」
と
「
ア
テ
ネ
の
学
園
」」（
34
）
／
ハ
イ
ネ　

大
山
定
一
訳
「
英
雄

と
市
民
」（
20
）
／
菊
地
一
雄
「
物
を
造
る
喜
び
〔
口
絵
編
集
解
説
〕」

注
記　

＊
本
号
は
十
一
月
十
二
月
合
併
号
。
＊
武
者
小
路
実
篤
「
人
間
の
国
」
は
、
掲
載

箇
所
で
は
「
人
間
の
国
に
就
て
」
に
変
更
。
ハ
イ
ネ　

大
山
定
一
訳
「
英
雄
と
市
民
」
は
、

掲
載
ペ
ー
ジ
で
は
「
独
訳
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
の
序 

2
」
の
記
載
あ
り
。
＊
ラ
・
ロ
シ
ユ
フ

コ
オ
進
藤
誠
一
訳
「
嘘
に
つ
い
て
」
は
、
掲
載
箇
所
で
は
「
嘘
に
つ
い
て
其
他　

省
察
録
よ

り
（
2
）」
と
記
載
あ
り
。
＊
岸
田
国
士
「
い
は
ゆ
る
教
育
に
つ
い
て
」
は
、
掲
載
ペ
ー
ジ

で
は
「
―
宛
名
の
な
い
手
紙
7
―
」
の
記
載
あ
り
。

第
２
巻
第
１
号
（
通
巻
９
号
）
一
九
四
八
〔
昭
和
23
〕
年
一
月
一
日
発
行

　
　

編
集
者　

安
藤
直
正　

　
　

発
行
者　

岡
島
善
次

　
　

発
行
所　

養
徳
社　

奈
良
県
丹
波
市
町
川
原
城　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

支
社　

京
都
中
京
区
蛸
薬
師
室
町
西
入

　
　

印
刷
者　

岡
島
善
次　

奈
良
県
丹
波
市
町
川
原
城　

天
理
時
報
社

　
　
　
　

頁
数　

48
頁

【写真⑧】
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定
価　

25
円　

　
　
　
　

表
紙
・
カ
ッ
ト　
（
記
載
な
し
）

目
次

岸
田
国
士
「
歪
め
ら
れ
た
「
対
人
意
識
」」（
40
）
／
野
田
又
夫
「
自
然
と
歴
史
」

（
５
）
／
深
瀬
基
寛
「
悲
劇
と
ヒ
ユ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」（
10
）
／
武
者
小
路
実
篤
「
人

間
の
世
界
」（
16
）
／
寿
岳
文
章
訳
「
ブ
レ
イ
ク
の
ノ
ー
ト
ブ
ッ
ク
」（
20
）
／
服

部
英
次
郎
「
異
様
な
礼
拝
」（
24
）
／
手
塚
富
雄
「
恋
愛
に
お
け
る
天
才
の
孤
独
」

（
28
）
／
山
室
静
「
冬
の
お
と
づ
れ
」（
33
）
／
ハ
イ
ネ　

大
山
定
一
訳
「
ロ
シ
ナ

ン
テ
と
驢
馬
」（
36
）
／
植
田
寿
蔵
「
塔
、
石
、
家
〔
口
絵
〕」

注
記　

＊
野
田
又
夫
「
自
然
と
歴
史
」
は
、
掲
載
箇
所
で
は
「
ル
ク
レ
チ
ウ
ス
を
め
ぐ
つ
て
」

の
副
題
あ
り
。
＊
深
瀬
基
寛
「
悲
劇
と
ヒ
ユ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
は
、
掲
載
箇
所
で
は
「
―
異

教
徒
と
し
て
の
日
本
人
―
」
の
副
題
あ
り
。
＊
寿
岳
文
章
訳
「
ブ
レ
イ
ク
の
ノ
ー
ト
ブ
ッ
ク
」

は
、
掲
載
箇
所
で
は
「
ウ
ィ
リ
ア
ム　

ブ
レ
イ
ク　

寿
岳
文
章
訳　

ブ
レ
イ
ク
の
ノ
ー
ト
・

ブ
ッ
ク
（
１
）」
と
、
原
作
者
名
の
追
記
、
タ
イ
ト
ル
の
追
記
あ
り
。
＊
手
塚
富
雄
「
恋
愛

に
於
け
る
天
才
の
孤
独
」
は
、
掲
載
箇
所
で
は
「
ク
ラ
イ
ス
ト
に
つ
い
て
の
断
想
」
の
副
題

あ
り
。
＊
ハ
イ
ネ　

大
山
定
一
訳
「
ロ
シ
ナ
ン
テ
と
驢
馬
」
は
、
掲
載
箇
所
で
は
「
独
訳
ド

ン
・
キ
ホ
ー
テ
の
序
（
３
）」
の
記
載
あ
り
。
＊
岸
田
国
士
「
歪
め
ら
れ
た
「
対
人
意
識
」」
は
、

掲
載
箇
所
で
は
「
歪
め
ら
れ
た
「
対
人
意
識
」
に
つ
い
て　

宛
名
の
な
い
手
紙
９
」
に
変
更
、

追
記
あ
り
。

第
２
巻
第
２
号
（
通
巻
10
号
）
一
九
四
八
〔
昭
和
23
〕
年
二
月
一
日
発
行

　
　

編
集
者　

安
藤
直
正

　
　

発
行
者　

岡
島
善
次

　
　

発
行
所　

養
徳
社　

奈
良
県
丹
波
市
町
川
原
城　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

支
社　

京
都
中
京
区
蛸
薬
師
室
町
西
入

　
　

印
刷
者　

岡
島
善
次　

奈
良
県
丹
波
市
町
川
原
城　

天
理
時
報
社

　
　
　
　

頁
数　

48
頁

　
　
　
　

定
価　

30
円　

　
　
　
　

表
紙　
（
記
載
な
し
）

　
　
　
　

飾
画　

三
岸
節
子

目
次

岸
田
国
士
「
風
俗
の
改
革
に
つ
い
て
」（
５
）
／
伊
吹
武
彦
「
詩
人
と
貝
殻
」

（
13
）
／
渡
辺
一
夫
「
下
品
恨
」（
17
）
／
林
健
太
郎
「
一
つ
の
記
録
」（
20
）
／

寿
岳
文
章
「
ブ
レ
イ
ク
の
ノ
ー
ト
ブ
ッ
ク
」（
26
）
／
姉
崎
正
治
「
賢
者
の
昼
は

凡
人
の
夜
」（
30
）
／
貝
塚
茂
樹
「
東
洋
学
の
運
命
」（
33
）
／
瀧
川
幸
辰
「
断
想
」
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（
37
）
／
嘉
治
真
三
「
愛
国
心
」（
40
）
／
武
者
小
路
実
篤
「
自
由
の
国
に
つ
い
て
」

（
45
）
／
菊
池
一
雄
「
人
間
性
の
発
見
〔
口
絵
〕」
／
飾
画  

三
岸
節
子

注
記　

＊
岸
田
国
士
「
風
俗
の
改
革
に
つ
い
て
」
は
、
掲
載
箇
所
で
は
「
―
宛
名
の
な
い

手
紙　

完
―
」
の
記
載
あ
り
。
＊
渡
辺
一
夫
「
下
品
恨
」
は
、
掲
載
箇
所
で
は
〈
げ
ほ
ん

こ
ん
〉
の
ル
ビ
、
及
び
「
市
原
豊
太
氏
へ
」
の
記
載
あ
り
。
＊
林
健
太
郎
「
一
つ
の
記
録
」

は
、
掲
載
箇
所
で
は
「
―
プ
ロ
イ
セ
ン
の
官
吏
の
手
記
―
」
の
記
載
あ
り
。
＊
寿
岳
文
章
「
ブ

レ
イ
ク
の
ノ
ー
ト
ブ
ッ
ク
」
は
、
掲
載
箇
所
で
は
、
著
者
名
が
〈
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ブ
レ
イ
ク

　

寿
岳
文
章
訳
〉
と
な
っ
て
い
る
。

第
２
巻
第
3
号
（
通
巻
11
号
）
一
九
四
八
〔
昭
和
23
〕
年
三
月
一
日
発
行

　
　

編
集
者　

安
藤
直
正　

　
　

発
行
者　

岡
島
善
次

　
　

発
行
所　

養
徳
社　

奈
良
県
丹
波
市
町
川
原
城　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

支
社　

京
都
中
京
区
蛸
薬
師
室
町
西
入

　
　

印
刷
者　

岡
島
善
次　

奈
良
県
丹
波
市
町
川
原
城　

天
理
時
報
社

　
　
　
　

頁
数　

48
頁

　
　
　
　

定
価　

30
円　
　

　
　
　
　

表
紙　
（
記
載
な
し
）

　
　
　
　

飾
画　

福
沢
一
朗
・
三
岸
節
子

目
次

大
熊
信
行
「
思
想
の
自
由
と
い
う
こ
と
」（
５
）
／
阿
部
知
二
「
南
人　

北
人　

文
明
の
性
格
」（
15
）
／
深
瀬
基
寛
「
自
然
・
孤
独
・
社
会
」（
20
）
／
ウ
イ
リ

ア
ム　

ブ
レ
イ
ク　

寿
岳
文
章
訳
「
ブ
レ
イ
ク
の
ノ
ー
ト
ブ
ッ
ク
」（
26
）
／
山

内
得
立
「
驚
き
・
疑
ひ
・
絶
望
」（
30
）
／
石
田
憲
次
「
偉
人
の
懐
疑
と
孤
独
」

（
34
）
／
武
者
小
路
実
篤
「
理
想
の
国
」（
38
）
／
リ
ヒ
テ
ン
ベ
ル
ク　

国
松
孝
二

訳
「
人
間
に
つ
い
て
の
観
察
」（
43
）
／
入
江
泰
吉　

口
絵
「
お
水
取
り
」
／
飾

画  

福
澤
一
郎
・
三
岸
節
子

注
記　

＊
大
熊
信
行
「
思
想
の
自
由
と
い
う
こ
と
」
は
、
掲
載
箇
所
で
は
「
個
人
と
国
家

の
諸
問
題
」
の
副
題
あ
り
。
＊
阿
部
知
二
「
南
人　

北
人　

文
明
の
性
格
」
は
、
掲
載
箇

所
で
は
「
南
人
・
北
人
―
あ
る
文
明
論
に
つ
い
て
―
」
と
変
更
あ
り
。
＊
深
瀬
基
寛
「
自

然
・
孤
独
・
社
会
」
は
、
掲
載
箇
所
で
は
「
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
と
池
大
雅
」
の

副
題
あ
り
。
＊
ウ
ィ
リ
ア
ム　

ブ
レ
イ
ク　

寿
岳
文
章
訳
「
ブ
レ
イ
ク
の
ノ
ー
ト
ブ
ッ
ク
」

は
、
掲
載
箇
所
で
は
「
―
３
―
」
の
記
載
あ
り
。
＊
石
田
憲
次
「
偉
人
の
懐
疑
と
孤
独
」
は
、

掲
載
箇
所
で
は
「
偉
人
の
懐
疑
と
憂
欝
」
に
変
更
。
＊
リ
ヒ
テ
ン
ベ
ル
ク　

国
松
孝
二
訳
「
人

間
に
つ
い
て
の
観
察
」
は
、
掲
載
箇
所
で
は
「
⑴
」
の
記
載
あ
り
。
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三　

特
集
記
事
の
解
説

〈
１
〉
特
集
「
美
に
つ
い
て
」（
第
１
巻
第
１
号
）

　

特
集
「
美
に
つ
い
て
」
は
『
玄
想
』
第
１
巻
第
１
号
（
一
九
四
七
〔
昭
和
22
〕

年
三
月
）
で
企
画
さ
れ
、
植
田
寿
蔵
「
日
常
生
活
に
於
け
る
美
」、
井
島
勉
「
美

に
つ
い
て
―
図
版
に
関
連
し
て
―
」、
金
剛
巖
「
能
の
美
」、
岸
田
日
出
刀
「
建
築

美
」
の
四
つ
が
掲
載
さ
れ
た
。
本
特
集
で
は
、
い
ず
れ
の
論
者
も
〈
美
〉
を
日
常

の
な
か
に
見
出
そ
う
と
す
る
姿
勢
が
一
貫
し
て
い
る
。
以
下
に
各
論
の
概
要
を
示

す
。

　

植
田
寿
蔵
（
一
八
八
六
〔
明
治
19
〕
〜
一
九
七
三
〔
昭
和
48
〕）
は
、
美
学
美

術
史
を
専
門
と
し
、
京
都
帝
国
大
学
教
授
な
ど
を
歴
任
し
た
。「
日
常
生
活
に
於

け
る
美
」
の
分
量
は
四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
に
し
て
約
二
〇
枚
で
あ
る
。
日
常

生
活
で
見
出
さ
れ
る
〈
美
〉
が
論
じ
ら
れ
る
。『
世
阿
弥
十
六
部
集
』
で
説
か
れ

た
「
離
見
の
見
」
―
―
役
者
が
観
客
の
視
点
で
自
分
を
想
像
す
る
こ
と
―
―
が
紹

介
さ
れ
、「
小
笠
原
流
の
作
法
」
の
よ
う
な
定
型
化
し
た
〈
美
〉
だ
け
で
は
な
く
、

日
常
の
一
挙
手
一
投
足
に
お
い
て
も
〈
美
〉
を
判
断
す
る
感
覚
が
重
要
だ
と
す
る
。

　

井
島
勉
（
一
九
〇
八
〔
明
治
41
〕
〜
一
九
七
八
〔
昭
和
53
〕）
は
、
芸
術
哲
学

芸
術
史
を
専
門
と
し
、
京
都
帝
国
大
学
教
授
な
ど
を
歴
任
し
た
。「
美
に
つ
い
て

―
図
版
に
関
連
し
て
―
」
の
分
量
は
四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
に
し
て
約
二
三

枚
で
あ
る
。「
美
術
家
の
視
覚
」
が
あ
ら
ゆ
る
人
間
に
可
能
な
も
の
で
あ
る
こ
と
、

そ
の
一
例
と
し
て
芸
術
家
が
「
手
」
か
ら
「
人
間
の
生
活
」
や
「
人
間
の
感
情
や

意
志
」
を
観
察
し
た
こ
と
が
説
明
さ
れ
る
。
な
お
、
本
文
中
に
登
場
す
る
芸
術
作

品
は
、
本
特
集
掲
載
号
の
巻
頭
に
図
版
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

金
剛
巖
（
一
八
八
六
〔
明
治
19
〕
〜
一
九
五
一
〔
昭
和
26
〕）
は
、
金
剛
家
に

生
ま
れ
能
楽
師
シ
テ
方
と
し
て
、
戦
後
新
様
式
の
能
を
試
み
た
。「
能
の
美
」
の

分
量
は
四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
に
し
て
約
一
三
枚
で
あ
る
。「
さ
び
」
や
「
渋

み
」
を
日
本
的
〈
美
〉
と
考
え
る
こ
と
を
問
題
視
す
る
。
こ
れ
ら
の
〈
美
〉
は
「
軍

国
主
義
者
達
に
よ
つ
て
唱
導
さ
れ
た
神
が
ゝ
り
的
、
独
善
的
優
越
感
」
で
あ
り
、

「
文
化
国
家
と
し
て
再
出
発
に
臨
む
日
本
芸
術
の
将
来
を
誤
る
最
も
危
険
な
考
へ

方
」
だ
と
喝
破
し
て
い
る
。

　

岸
田
日
出
刀
（
一
八
九
九
〔
明
治
32
〕
〜
一
九
六
六
〔
昭
和
41
〕）
は
建
築
学

を
専
門
と
し
、
東
京
帝
国
大
学
教
授
な
ど
を
歴
任
し
た
。「
建
築
美
」
の
分
量
は

四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
に
し
て
約
二
〇
枚
で
あ
る
。
実
用
性
と
〈
美
〉
の
関
係

が
論
じ
ら
れ
る
。〈
美
〉
は
、
実
用
性
と
両
立
し
あ
う
も
の
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
日

常
生
活
を
営
む
建
築
に
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
、
戦
後
の
再
建
に
む
か
う
今
だ
か

ら
こ
そ
、
歴
史
的
に
美
的
な
建
築
物
以
外
の
建
築
〈
美
〉
を
議
論
す
べ
き
だ
と
主

張
し
て
い
る
。

　

以
上
、
特
集
「
美
に
つ
い
て
」
を
俯
瞰
し
た
。
い
ず
れ
の
筆
者
も
権
威
づ
け
ら

れ
た
〈
美
〉
で
は
な
く
、
日
常
生
活
の
〈
美
〉
に
関
心
を
寄
せ
て
い
る
。
と
こ
ろ

で
、
本
特
集
の
掲
載
号
編
集
後
記
に
は
「
権
威
に
依
存
す
れ
ば
迷
は
ず
に
一
応
救

は
れ
る
」
が
、「
己
れ
ひ
と
り
で
よ
ち
〳
〵
苦
し
み
な
が
ら
、
思
索
し
、
判
断
し
、

や
つ
と
辿
り
つ
く
と
こ
ろ
に
思
想
の
内
容
が
あ
る
」「
完
成
さ
れ
た
結
論
そ
の
も

の
は
、
む
し
ろ
思
想
の
外
殻
で
あ
る
」
と
あ
る
。
特
集
「
美
に
つ
い
て
」
は
、
こ

の
よ
う
な
『
玄
想
』
の
思
想
を
〈
美
〉
に
着
目
し
て
展
開
し
た
も
の
だ
と
い
え
よ

う
。 

﹇
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〈
２
〉
特
集
「
嘘
に
つ
い
て
」（
第
１
巻
第
２
号
）

　

特
集
「
嘘
に
つ
い
て
」
は
『
玄
想
』
第
１
巻
第
２
号
（
一
九
四
七
〔
昭
和
22
〕

年
五
月
）
で
企
画
さ
れ
、
辰
野
隆
「
嘘
に
つ
い
て
」、
亀
井
勝
一
郎
「
嘘
発
見
機
」、

渡
辺
一
夫
「
嘘
に
つ
い
て
」、
新
村
出
「
虚
実
漫
筆
」、
深
瀬
基
寛
「
嘘
の
考
察
」、

執
筆
者
不
明
の
「
Ｕ
・
Ｓ
・
Ｏ
通
信
」
が
掲
載
さ
れ
た
。
本
特
集
で
は
、
辰
野
、

新
村
、
深
瀬
が
〈
嘘
〉
を
鍵
概
念
と
し
て
日
本
の
歴
史
や
精
神
性
へ
の
批
判
を
試

み
、
亀
井
、
渡
辺
は
〈
嘘
〉
と
人
間
性
に
つ
い
て
議
論
を
展
開
し
て
い
る
。
以
下

に
各
論
の
概
要
を
示
す
。

　

辰
野
隆
（
一
八
八
八
〔
明
治
21
〕
〜
一
九
六
四
〔
昭
和
39
〕）
は
、
フ
ラ
ン
ス

文
学
を
専
門
と
し
、
東
京
帝
国
大
学
教
授
な
ど
を
歴
任
し
た
。「
嘘
に
つ
い
て
」

の
分
量
は
四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
に
し
て
約
五
枚
で
あ
る
。
太
平
洋
戦
争
に

至
っ
た
歴
史
的
経
緯
を
逆
順
に
考
え
て
み
る
と
い
う
思
考
実
験
を
通
し
て
、「
平

気
で
嘘
を
つ
く
」
日
本
人
の
国
民
性
と
政
治
が
揶
揄
さ
れ
る
。

　

亀
井
勝
一
郎
（
一
九
〇
七
〔
明
治
40
〕
〜
一
九
六
六
〔
昭
和
41
〕）
は
、
戦
前

に
は
保
田
与
重
郎
ら
と
雑
誌
『
日
本
浪
曼
派
』
を
創
刊
。
戦
後
は
日
本
人
の
精
神

史
研
究
に
強
い
関
心
を
寄
せ
た
。「
嘘
発
見
機
」
の
分
量
は
四
〇
〇
字
詰
め
原
稿

用
紙
に
し
て
約
七
枚
で
あ
る
。「
嘘
発
見
機
」
が
発
達
し
た
社
会
を
検
討
す
る
こ

と
で
人
間
が
〈
嘘
〉
を
つ
く
「
自
由
」
を
論
じ
る
。〈
嘘
〉
が
無
限
に
暴
か
れ
る

一
種
の
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
の
な
か
に
、〈
嘘
〉
と
人
間
性
の
深
い
関
わ
り
を
見
出
し

て
い
る
。

　

渡
辺
一
夫
（
一
九
〇
一
〔
明
治
34
〕
〜
一
九
七
五
〔
昭
和
50
〕）
は
、
フ
ラ
ン

ス
文
学
を
専
門
と
し
、
東
京
大
学
教
授
な
ど
を
歴
任
し
た
。「
嘘
に
つ
い
て
」
の

分
量
は
四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
に
し
て
約
二
〇
枚
で
あ
る
。
冒
頭
か
ら
渡
辺
自

身
の
経
歴
と
矛
盾
す
る
〈
嘘
〉
の
「
告
白
」
が
示
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
心
中
を
「
そ

の
ま
ゝ
に
表
現
」
し
た
た
め
に
〈
嘘
〉
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
。
こ
こ
で
の
〈
嘘
〉

は
虚
構
と
し
て
の
意
味
を
帯
び
て
お
り
、
虚
構
に
よ
る
真
実
の
表
現
を
試
み
た
の

で
あ
る
。

　

新
村
出
（
一
八
七
六
〔
明
治
９
〕
〜
一
九
六
七
〔
昭
和
42
〕）
は
、
言
語
学
を

専
門
と
し
、
京
都
帝
国
大
学
教
授
な
ど
を
歴
任
し
た
。「
虚
実
漫
筆
」
の
分
量
は

四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
に
し
て
約
七
枚
で
あ
る
。〈
嘘
〉
に
関
す
る
俚
言
を
切

り
口
に
、〈
嘘
〉
を
「
宝
」
の
よ
う
に
考
え
る
日
本
の
精
神
性
が
戦
後
の
「
マ
コ

ト
の
惨
状
」
に
結
実
し
た
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
歴
史
を
反
省
し
、
今
後
は
「
マ

コ
ト
か
ら
出
た
マ
コ
ト
」
を
学
ぶ
べ
き
だ
と
す
る
。

　

深
瀬
基
寛
（
一
八
九
五
〔
明
治
28
〕
〜
一
九
六
六
〔
昭
和
41
〕）
は
、
Ｔ
・
Ｓ
・

エ
リ
オ
ッ
ト
を
専
門
と
し
、
京
都
大
学
教
授
な
ど
を
歴
任
し
た
。「
嘘
の
考
察
」

の
分
量
は
四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
に
し
て
約
一
三
枚
で
あ
る
。
日
本
の
近
代
化

は
「
宗
教
的
信
」
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
教
的
秩
序
を
都
合
よ
く
切
断
し
た
た
め
に

悲
惨
な
戦
争
に
至
っ
た
の
だ
と
批
判
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
反
省
と
し
て
「
嘘
と
信
」

が
両
立
す
る
社
会
の
創
造
が
課
題
だ
と
さ
れ
る
。

　

以
上
、
特
集
「
嘘
に
つ
い
て
」
を
俯
瞰
し
た
。
掲
載
号
編
集
後
記
に
は
歴
史
へ

の
反
省
と
日
本
再
建
の
必
要
性
が
説
か
れ
て
い
る
が
、
辰
野
、
新
村
、
深
瀬
の
主

張
は
こ
れ
と
共
鳴
し
て
い
る
。
ま
た
、「
Ｕ
・
Ｓ
・
Ｏ
通
信
」
に
は
「
嘘
」
が
「
自

分
に
限
り
な
い
希
望
を
与
へ
て
く
れ
る
」
と
あ
る
が
、〈
嘘
〉
に
積
極
的
な
価
値

づ
け
を
試
み
る
姿
勢
は
亀
井
や
渡
辺
に
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。 

﹇
中
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〈
３
〉　

特
集
「
躾
に
つ
い
て
」（
第
１
巻
第
３
号
）

　

特
集
「
躾
に
つ
い
て
」
は
『
玄
想
』
第
１
巻
第
３
号
（
一
九
四
七
〔
昭
和
22
〕

年
六
月
）
で
企
画
さ
れ
、
大
槻
正
男
、
島
芳
夫
、
和
辻
春
樹
、
宮
城
音
五
郎
、
呉

茂
一
、
石
田
ア
ヤ
の
六
つ
の
文
章
が
掲
載
さ
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
文
章
に
タ
イ
ト

ル
は
付
さ
れ
て
い
な
い
。
以
下
に
各
文
章
の
概
要
を
示
す
。

　

大
槻
正
男
（
一
八
九
五
〔
明
治
28
〕
〜
一
九
八
〇
〔
昭
和
55
〕）
は
農
業
経

済
学
を
専
門
と
し
、
京
都
帝
国
大
学
教
授
な
ど
を
歴
任
し
た
。
論
文
の
分
量
は

四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
に
し
て
約
九
枚
で
あ
る
。「
躾
」
と
「
教
養
」
は
近
い

意
味
だ
が
、
躾
は
受
動
的
で
あ
り
、
教
養
は
自
発
的
で
あ
る
。
躾
は
「
伝
統
的
な

既
成
の
規
範
」
に
従
う
だ
け
で
批
判
性
が
な
く
、
戦
後
の
民
主
主
義
の
発
展
を
遅

ら
す
場
合
が
多
い
。
躾
も
時
代
に
合
わ
せ
改
変
し
て
ゆ
く
必
要
性
が
あ
る
こ
と
を

唱
え
て
い
る
。

　

島
芳
夫
（
一
九
〇
二
〔
明
治
35
〕
〜
一
九
八
五
〔
昭
和
60
〕）
は
倫
理
学
を
専

門
と
し
、
京
都
帝
国
大
学
教
授
な
ど
を
歴
任
し
た
。
論
文
の
分
量
は
四
〇
〇
字
詰

め
原
稿
用
紙
に
し
て
約
六
枚
で
あ
る
。
大
部
分
の
日
本
人
は
民
主
主
義
や
個
性
の

尊
重
と
放
任
主
義
と
を
混
同
し
て
い
る
。「
独
立
し
た
社
会
人
」
を
作
る
た
め
に

は
家
庭
教
育
が
必
要
で
あ
り
、
家
庭
の
躾
は
個
人
を
無
視
し
て
は
い
け
な
い
。「
独

立
し
た
社
会
人
」
を
作
る
た
め
に
躾
の
内
容
を
変
更
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
い

る
。

　

和
辻
春
樹
（
一
八
九
一
〔
明
治
24
〕
〜
一
九
五
二
〔
昭
和
27
〕）
は
科
学
評
論

家
で
あ
る
。
従
兄
は
哲
学
者
の
和
辻
哲
郎
で
あ
る
。
論
文
の
分
量
は
四
〇
〇
字
詰

め
原
稿
用
紙
に
し
て
約
五
枚
で
あ
る
。
躾
は
そ
の
人
の
教
養
・
品
格
が
表
に
現
れ

る
も
の
で
あ
る
。「
形
式
主
義
の
不
合
理
の
修
身
の
講
義
」
や
「
日
本
人
固
有
の

伝
統
的
礼
儀
作
法
」
を
教
え
る
だ
け
で
は
だ
め
で
、「
我
々
自
ら
の
品
格
を
以
て

す
る
真
に
教
養
あ
る
言
動
」
を
実
践
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

宮
城
音
五
郎
（
一
八
八
三
〔
明
治
16
〕
〜
一
九
六
七
〔
昭
和
42
〕）
は
機
械

工
学
を
専
門
と
し
、
東
北
帝
国
大
学
教
授
な
ど
を
歴
任
し
た
。
論
文
の
分
量
は

四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
に
し
て
約
六
枚
で
あ
る
。
躾
に
は
良
い
躾
と
悪
い
躾
が

あ
る
。
い
い
躾
は
そ
の
ま
ま
育
て
て
ゆ
き
、
民
主
主
義
に
背
く
よ
う
な
躾
は
改
め

る
よ
う
に
し
て
、「
日
本
再
建
の
軌
道
」
に
乗
せ
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
と
す
る
。

　

呉
茂
一
（
一
八
九
七
〔
明
治
30
〕
〜
一
九
七
七
〔
昭
和
52
〕）
は
、
西
洋
古
典

文
学
を
専
門
と
し
、
東
京
大
学
教
授
な
ど
を
歴
任
し
た
。
父
親
は
精
神
医
学
者
の

呉
秀
三
で
あ
る
。
論
文
の
分
量
は
四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
に
し
て
約
五
枚
で

あ
る
。
戦
後
の
新
し
い
躾
と
は
、「
普
遍
性
と
恒
久
性
」
を
有
す
る
「
真
実
な
価

値
に
立
脚
」
し
、「
美
し
い
平
和
な
秩
序
即
ち
世
界
を
つ
く
り
出
す
べ
き
構
成
員
」

が
持
つ
「
基
本
的
な
身
構
へ
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。

　

石
田
ア
ヤ
（
一
九
〇
八
〔
明
治
41
〕
〜
一
九
八
八
〔
昭
和
63
〕）
は
、
教
育
者

で
あ
り
、
父
・
西
村
伊
作
の
あ
と
を
継
ぎ
文
化
学
院
の
校
長
な
ど
を
歴
任
し
た
。

論
文
の
分
量
は
四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
に
し
て
約
六
枚
で
あ
る
。
子
供
の
躾
は

「
誠
意
あ
る
父
と
、
母
と
の
協
力
」
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
親
や

教
師
が
子
供
に
対
し
て
「
誠
意
」
を
持
ち
、「
率
直
に
子
供
の
た
ま
し
ひ
の
独
立

性
を
尊
重
」
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
す
る
。

　

本
特
集
で
は
、
い
ず
れ
の
論
者
も
封
建
的
・
伝
統
的
・
形
式
的
な
「
躾
」
か
ら

の
脱
却
を
唱
え
、
個
人
の
品
格
・
教
養
に
基
づ
い
た
躾
の
必
要
、
個
人
の
独
立
を
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涵
養
す
る
よ
う
な
内
実
の
あ
る
躾
の
あ
り
方
を
重
要
視
し
て
い
る
。
ど
の
論
者
も

躾
を
全
面
的
に
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
戦
後
、
民
主
主
義
社
会
の
到
来

に
合
わ
せ
て
、
躾
の
内
容
を
変
更
す
る
こ
と
こ
そ
新
し
い
日
本
国
民
に
と
っ
て
必

要
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
意
識
が
通
底
し
て
い
る
。 

﹇
光
石
亜
由
美
﹈

〈
４
〉　

特
集
「
戦
後
の
精
神
風
俗
と
デ
カ
ダ
ン
ス
」（
第
１
巻
第
４
号
）

　

特
集
「
戦
後
精
神
風
俗
と
デ
カ
ダ
ン
ス
」
は
『
玄
想
』
第
１
巻
第
４
号

（
一
九
四
七
〔
昭
和
22
〕
年
七
月
）
で
企
画
さ
れ
、
岸
田
国
士
「
精
神
の
健
康
不

健
康
」、
深
瀬
基
寛
「
デ
カ
ダ
ン
・
転
落
・
悲
劇
」、
木
村
太
郎
「
デ
カ
ダ
ン
ス
の

テ
オ
ロ
ジ
ー
」
の
三
つ
の
論
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
以
下
に
各
論
の
概
要
を
示

す
。

　

岸
田
国
士
（
一
八
九
〇
〔
明
治
23
〕
〜
一
九
五
四
〔
昭
和
29
〕）
は
、
劇
作
家
・

小
説
家
で
あ
り
、
代
表
作
は
戯
曲
「
古
い
玩
具
」、
小
説
「
暖
流
」
な
ど
で
あ
る
。

「
精
神
の
健
康
不
健
康
」
の
タ
イ
ト
ル
の
前
に
「
宛
名
の
な
い
手
紙 
四
」
と
い
う

見
出
し
が
付
さ
れ
て
い
る
。
論
文
の
分
量
は
四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
に
し
て
約

二
六
枚
で
あ
る
。
戦
後
の
世
相
は
道
義
が
「
頽
廃
」
し
て
い
る
と
よ
く
言
わ
れ
る

が
、
突
然
、
頽
廃
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
は
文
明
の
「
爛
熟
」
の
結
果
で
あ

る
。
十
九
世
紀
末
の
西
洋
文
学
に
も
デ
カ
ダ
ン
と
呼
ば
れ
る
一
派
が
あ
っ
た
が
、

「
デ
カ
ダ
ニ
ス
ム
の
神
髄
」
は
「
芸
術
の
新
生
命
の
開
拓
」
で
あ
る
。
ま
た
、「
精

神
の
健
康
」
と
は
「
精
神
の
自
由
」
で
あ
り
、「
精
神
の
自
由
」
は
不
易
な
も
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
戦
後
の
「
現
在
の
日
本
の
す
が
た
」
は
戦
争
に
敗
れ
た
こ
と

で
「
恥
づ
べ
き
徴
候
」
を
示
し
て
お
り
、
そ
れ
は
デ
カ
ダ
ン
ス
で
は
な
く
「
精
神

の
不
健
康
」
な
状
態
で
あ
る
と
す
る
。

　

深
瀬
基
寛
（
一
八
九
五
〔
明
治
28
〕
〜
一
九
六
六
〔
昭
和
41
〕）
は
、
英
文
学

を
専
門
と
し
、
京
都
大
学
教
授
な
ど
を
歴
任
し
た
。
論
文
の
分
量
は
四
〇
〇
字
詰

め
原
稿
用
紙
に
し
て
約
一
二
枚
で
あ
る
。
西
洋
本
来
の
デ
カ
ダ
ン
と
は
「
長
期
に

亙
る
高
度
の
文
明
の
自
己
衰
亡
期
に
現
は
れ
る
歴
史
の
夕
暮
れ
の
怪
し
い
花
」
で

あ
る
。
そ
れ
に
比
べ
れ
ば
日
本
の
戦
後
社
会
は
「
悲
劇
的
な
転
落
」
に
過
ぎ
な
い
。

し
か
し
、
本
来
「
悲
劇
」
と
い
う
の
も
人
間
が
不
合
理
な
力
に
打
ち
破
ら
れ
、
そ

の
力
を
肯
定
す
る
意
識
の
「
絶
対
の
転
換
」
が
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
日
本

の
敗
戦
は
本
当
の
悲
劇
と
は
い
え
ず
、「
精
神
改
革
」
を
も
た
ら
す
「
悲
劇
の
誕

生
」
こ
そ
日
本
の
課
題
で
あ
る
と
い
う
。

　

木
村
太
郎
（
一
八
九
九
〔
明
治
32
〕
〜
一
九
八
九
〔
平
成
１
〕）
は
フ
ラ
ン
ス

文
学
を
専
門
と
し
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
系
の
南
山
大
学
の
教
授
な
ど
を
歴
任
し

た
。
論
文
の
分
量
は
四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
に
し
て
約
一
四
枚
で
あ
る
。「
Ｓ

兄
」
に
語
り
か
け
る
形
式
で
、
デ
カ
ダ
ン
ス
の
「
哲
学
的
」「
神
学
的
」
の
面
を

問
題
に
し
て
い
る
。
人
間
の
文
明
は
人
間
中
心
的
な
古
代
か
ら
、
神
中
心
の
中
世
、

そ
し
て
、
再
び
人
間
中
心
の
近
代
に
移
っ
た
。
人
間
は
も
う
一
度
「
神
中
心
」
の

世
界
に
帰
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
す
る
木
村
は
、
デ
カ
ダ
ン
ス
の
特
徴
で
あ
る
「
風

俗
の
頽
廃
」
は
、「
病
め
る
魂
の
問
題
」
で
あ
る
の
で
そ
れ
を
癒
す
の
は
直
接
神

と
結
び
つ
く
以
外
に
道
は
な
い
と
唱
え
る
。

　

特
集
の
趣
旨
説
明
の
文
章
は
な
い
が
、
敗
戦
後
の
混
乱
し
た
社
会
を
ど
う
と
ら

え
る
か
を
識
者
に
問
う
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
岸
田
国
士
、
深
瀬
基
寛
は
西
洋

の
デ
カ
ダ
ン
ス
の
知
識
を
参
照
し
な
が
ら
、
い
ず
れ
も
、
日
本
の
戦
後
社
会
の
デ
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カ
ダ
ン
ス
の
不
徹
底
な
状
態
と
戦
後
精
神
の
皮
相
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
木
村
の

み
キ
リ
ス
ト
教
的
観
点
か
ら
、
デ
カ
ダ
ン
ス
を
通
じ
て
「
人
間
の
霊
の
深
淵
」
が

覗
け
る
な
ら
、
デ
カ
ダ
ン
ス
に
も
意
味
が
あ
る
と
す
る
。「
デ
カ
ダ
ン
ス
」
と
い

う
言
葉
の
解
釈
を
通
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
敗
戦
後
の
日
本
の
あ
る
べ
き
姿
を
語
る

特
集
と
な
っ
て
い
る
。 

﹇
光
石
亜
由
美
﹈

〈
５
〉　

特
集
「
父
と
子
の
相
似
に
つ
い
て
」（
第
１
巻
第
５
号
）

　

特
集
「
父
と
子
の
相
似
に
つ
い
て
」
は
『
玄
想
』
第
１
巻
第
５
号
（
一
九
四
七

〔
昭
和
22
〕
年
八
月
）
で
企
画
さ
れ
た
。「
青
年
時
代
に
は
、
一
応
父
親
の
性
格
行

蔵マ
マ

を
批
判
し
、
反
抗
し
て
き
た
や
う
な
場
合
に
も
、
不
惑
に
近
い
年
頃
か
ら
、
自

づ
と
わ
が
身
に
父
親
と
の
類
似
を
認
め
る
や
う
に
な
り
、
今
ま
で
欠
点
と
し
て
批

判
し
て
ゐ
た
も
の
を
す
ら
却
つ
て
肯
定
す
る
や
う
に
な
つ
た
り
、
又
そ
の
欠
点
故

に
父
親
の
気
持
が
漸
く
解
り
、
敬
慕
親
近
の
情
を
禁
じ
得
ぬ
と
い
ふ
よ
う
な
こ
と

が
屡
々
あ
り
ま
す
が
、
貴
方
の
場
合
は
？
」
と
い
う
質
問
に
答
え
る
か
た
ち
で
、

一
二
人
の
回
答
が
掲
載
さ
れ
た
。
回
答
者
の
傾
向
は
大
き
く
わ
け
て
、
①
若
い
こ

ろ
は
父
に
反
抗
し
て
い
た
も
の
、
②
早
く
に
父
を
亡
く
し
て
あ
ま
り
記
憶
が
な
い

も
の
、
③
父
に
苦
労
さ
せ
ら
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
語
る
も
の
、
で
あ
る
。

　

①
に
つ
い
て
は
、
洋
画
家
で
あ
る
内
田
巌
（
一
九
〇
〇
〔
明
治
33
〕
〜

一
九
五
三
〔
昭
和
28
〕）
や
フ
ラ
ン
ス
文
学
者
で
あ
る
水
野
亮
（
一
九
〇
二
〔
明

治
35
〕
〜
一
九
七
九
〔
昭
和
54
〕）
は
若
い
頃
は
父
に
反
抗
し
て
い
た
が
、
今
は

感
謝
し
理
解
し
て
い
る
と
語
っ
て
い
る
。
内
田
は
叱
ら
れ
も
し
た
が
、
そ
れ
は
「
人

間
的
良
識
」
の
上
か
ら
で
あ
っ
た
と
父
に
感
謝
し
、
水
野
は
牧
師
で
あ
る
に
反
抗

し
て
信
仰
を
止
め
る
申
し
出
た
ら
、
父
自
身
も
神
主
の
家
系
に
生
ま
れ
、
両
親

や
親
戚
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
牧
師
に
な
っ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
語
っ
て
い

る
。

　

②
に
つ
い
て
は
、
嘉
治
隆
一
（
政
治
評
論
家
、
一
八
九
六
〔
明
治
29
〕
〜

一
九
七
八
〔
昭
和
53
〕）、
藤
岡
由
夫
（
物
理
学
者
、
一
九
〇
三
〔
明
治
36
〕
〜

一
九
七
六
〔
昭
和
51
〕）、
井
伏
鱒
二
（
小
説
家
、
一
八
九
八
〔
明
治
31
〕
〜

一
九
九
三
〔
平
成
5
〕）、
長
與
善
郎
（
小
説
家
、
劇
作
家
、
一
八
八
八
〔
明
治

21
〕
〜
一
九
六
一
〔
昭
和
36
〕）
が
幼
く
し
て
父
親
を
亡
く
し
て
い
る
。
嘉
治
は

自
分
を
「
友
達
の
間
柄
」
の
よ
う
に
育
て
よ
う
と
し
た
父
に
習
い
、
自
分
も
死
ぬ

ま
で
子
供
に
学
び
な
が
ら
修
養
し
て
ゆ
き
た
い
と
願
う
。
藤
岡
は
父
の
書
き
の
こ

し
た
「
不
平
を
言
ふ
べ
か
ら
ず
」
と
い
う
言
葉
を
心
に
刻
ん
で
い
る
。
井
伏
も
い

た
ず
ら
を
し
て
怒
ら
れ
た
記
憶
が
あ
る
が
、
子
供
を
持
っ
た
今
、
子
供
を
叱
る
父

の
気
持
ち
が
わ
か
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
父
の
記
憶
は
薄
い
が
、
父
か
ら
何
か

を
学
び
取
っ
た
と
い
う
回
答
で
あ
る
。

　

③
は
、
父
が
天
理
教
の
伝
導
生
活
を
し
て
い
た
た
め
祖
父
に
育
て
ら
れ
た
芹

澤
光
治
良
（
小
説
家
、
一
八
九
六
〔
明
治
29
〕
〜
一
九
九
三
〔
平
成
5
〕）
や
、

政
治
家
の
父
を
も
つ
吉
植
庄
亮
（
歌
人
、
政
治
家
、
一
八
八
四
〔
明
治
17
〕
〜

一
九
五
八
〔
昭
和
33
〕）
で
あ
る
。
し
か
し
、
芹
澤
は
天
理
教
を
批
判
し
た
小
説

を
書
い
た
際
、
寛
大
な
態
度
を
示
し
た
父
に
感
謝
し
、
吉
植
も
父
と
衝
突
し
た
こ

と
も
あ
っ
た
が
、
父
と
晩
年
を
一
緒
に
暮
す
こ
と
が
で
き
た
と
父
と
の
関
係
改
善

を
語
っ
て
い
る
。

　

そ
の
他
、
芳
賀
壇
（
国
文
学
者
、
一
九
〇
三
〔
明
治
36
〕
〜
一
九
九
一
〔
平
成
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3
〕
は
、
父
・
矢
一
（
国
文
学
者
）
が
「
あ
ま
り
に
人
間
が
誠
実
で
、
寛
大
で
、

あ
ま
り
に
純
粋
だ
つ
た
」
の
で
、
現
代
を
経
験
し
な
い
で
死
ん
だ
こ
と
は
あ
る
意

味
「
天
の
恩
沢
」
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
答
え
て
い
る
。
ま
た
、
大
口
理
夫

（
美
学
者
、
一
九
〇
九
〔
明
治
42
〕
〜
一
九
四
八
〔
昭
和
23
〕）
や
飯
田
蛇
笏
（
俳

人
、
一
八
八
五
〔
明
治
18
〕
〜
一
九
六
二
〔
昭
和
37
〕）
の
よ
う
に
、
父
と
子
は

葛
藤
す
る
運
命
に
あ
る
が
、「
父
は
究
極
の
と
こ
ろ
で
は
子
の
た
め
に
自
己
の
一

切
を
棄
て
ゝ
い
ゝ
と
覚
悟
」
し
て
い
る
（
大
口
）
や
、
結
局
は
「
孝
行
を
し
た
い

こ
ろ
に
は
親
が
な
し
」
と
い
う
の
が
「
平
凡
な
る
真
理
」
で
あ
る
だ
ろ
う
（
飯
田
）

と
普
遍
的
な
父
親
像
・
親
子
観
を
語
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

　

ま
た
、
国
文
学
者
の
父
を
「
中
々
よ
い
お
や
ぢ
で
あ
っ
た
」
と
回
想
す
る
フ
ラ

ン
ス
文
学
者
の
関
根
秀
雄
（
一
八
九
五
〔
明
治
28
〕
〜
一
九
八
七
〔
昭
和
62
〕）

や
前
出
の
長
與
善
郎
は
、
歳
を
と
る
と
だ
ん
だ
ん
父
に
似
て
く
る
と
い
う
共
通
の

感
想
を
述
べ
て
い
る
。 

﹇
光
石
亜
由
美
﹈

付
記　

本
稿
は
、
科
研
費
（
研
究
番
号16H

03386

）「
占
領
期
ロ
ー
カ
ル
メ
デ
ィ

ア
に
関
す
る
資
料
調
査
お
よ
び
総
合
的
考
察
」（
基
盤
研
究
Ｂ
）
研
究
代
表
者
：

大
原 

祐
治
（
千
葉
大
学
）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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Abstract

Postwar Magazines in Nara（２）

Table of Contents and Main Articles of “Genso”（１）

Yutaka NAKAJIMA     Ayumi MITSUISHI

“Genso” was a literary magazine published in Nara between 1947 and 1949. This article pro-

vides an overview of the journal, a detailed table of contents, and commentary on the special 

features（author biography, and commentary）on“Genso”.

Key words：①Genso、②Nara、③postwar magazines、④Yotoku-sya、⑤special feature
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